
編集後記
　小児科診療を行っていると皮膚に関する相談を受
けることが多々あります．水痘か判断してほしい，
水いぼでしょうか，蕁麻疹が出ました，など皆様も
経験があるのではないでしょうか．そんななか，健
診や予防接種などの際に “ ついで ” に相談されるこ
とも多い皮膚トラブルがアトピー性皮膚炎ではない
かと思います．
　今月号では「クリニックで診る小児アトピー性皮
膚炎のプライマリ・ケア」というテーマのもと，最
前線でアトピー性皮膚炎の診療をする小児科医に向
け，皮膚科のエキスパートの先生方から具体的なス
キンケアの指導方法や合併しやすい皮膚疾患への対
処法のコツをご教授いただきました．
　アトピー性皮膚炎の病態解明は 2000 年頃から急
激に進み，現在は皮膚のバリア機能の破綻が基本病
態の一つであることがわかっております．また，ア
トピー性皮膚炎があることで，その後の食物アレル
ギーや気管支喘息，アレルギー性鼻炎の発症リスク
が上がることも疫学研究で報告されており，アト
ピー性皮膚炎はアレルギーマーチの根本と考えられ
るようになりました．とくに食物アレルギーでは湿
疹のある皮膚から食物アレルゲンへの経皮感作が起

こる可能性が示唆されており，乳児期のアトピー性
皮膚炎をいかに予防，あるいは早期治療するかが課
題となっておりました．
　2010 年代に入ると，バリア補強による発症予防効
果の研究が行われるようになり，乳児期から保湿を
することでアトピー性皮膚炎の発症を 3 割程度予防
し得ることがわかりました．現在，われわれが日常
診療のなかで手に取る「アトピー性皮膚炎診療ガイ
ドライン 2015」（日本アレルギー学会）にも「乳児
期を含め早期からのバリア機能を十分に保つことが
アトピー性皮膚炎の発症，経過を軽減させる可能性
がある．保湿がもっとも重要な治療と考えられる」
と記載されており，乳児期からのケアの重要性が強
調されております．これはすなわち，乳児を最初に
診察する小児科医が担う役割の重要性が示されてい
るとも読み取れると思います．
　アレルギー疾患対策基本法が成立し，厚生労働省
により各都道府県にアレルギー拠点病院が設置され
つつあります．国を挙げたアレルギー診療の機運が
高まるなか，本誌の内容が先生方の日々の診療のお
役に立つことを願います．

（高橋　孝雄）
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